
『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
の
吟
味

『
金
塊
和
歌
集
』
の
本
文
流
伝
と
の
関
連
に
お
い
て

へ

叫

）

（
1
）

鎌
倉
期
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
私
撰
集
『
秋
風
和
歌
集
』
に
、

わ
か
な
を
よ
み
侍
り
け
る
（
但
、
二
二
番
詞
書
）

犬

井

喜

寿

源
実
朝
の
詠
歌
が
三
首
入
集
し
て
い
る
。
そ
の
本
文
は
、

か
ま
く
ら
の
右
大
臣

春
日
野
ゝ
と
ぶ
ひ
の
の
も
り
今
日
と
て
や
む
か
し
か
た
み
に
わ
か
な
つ
む
ら
ん

（
巻
第
一
・
春
歌
上
）

秋
恋
と
い
ふ
こ
と
を

か
ま
く
ら
の
右
大
臣

七
二
一
か
り
の
ゐ
る
は
風
に
さ
は
ぐ
秋
の
田
の
お
も
ひ
み
だ
れ
て
ほ
に
ぞ
い
で
ぬ
る

（
巻
第
十
二
・
恋
歌
上
）

衣
に
よ
す
る
こ
ひ
と
い
ふ
こ
と
を

か
ま
く
ら
の
右
大
臣

九
二
〇
わ
す
ら
る
ゝ
身
は
う
ら
ぶ
れ
ぬ
か
ら
こ
ろ
も
さ
て
も
た
ち
に
し
名
こ
そ
お
し
け
れ

（
巻
第
十
四
・
恋
歌
下
）

で
あ
る
。

『
秋
風
和
歌
集
』
は
、
江
戸
時
代
中
期
書
写
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

（
図
書
番
号
五
〇
一
一
二
七
）
一
本
が
伝
わ
る
の
み
で
あ

へ
2
）

る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
翻
刻
で
あ
る
『
古
典
文
庫
』

二
六
〇
『
秋
風
和
歌
集
』
所
収
の
本
文
（
濁
点
、
稿
者
）

217

お
よ
び
歌
番
号
に
よ
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
第
六
巻
私
撰
集
編
Ⅱ
歌
集
』
所
掲
の
校
訂
本
文
を
参
考
に
し
て
、
掲
げ
た
。
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こ
の
『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
三
首
の
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
実
朝
の
家
集
『
金

l

挽
和
歌
集
』
が
撰
歌
資
料
で
あ
っ
た
の
な
ら
、
そ
れ
は
、
か
な
り
本
文
に
相
違
の
あ
る
現
存
『
金
塊
和
歌
集
』
諸
系
統
の
中
の
ど
の

『秋風和歌集』所蔵実朝歌の本文の吟味

よ
う
な
本
文
と
関
連
の
あ
る
伝
本
で
あ
っ
た
の
か
、
な
ど
の
件
に
つ
い
て
、
本
稿
に
お
い
て
、
検
討
を
加
え
て
み
る
。

こ
の
集
の
撰
者
は
真
鶴
（
右
大
弁
葉
重
光
俊
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
同
時
代
の
『
万
代
和
歌
集
』
の
撰
者
に
つ
い
て
も
、
真
観
・

衣
笠
家
良
両
説
が
あ
り
、
「
実
質
的
に
は
美
観
撰
で
家
良
監
修
と
も
、
初
撰
本
美
観
撰
、
再
撰

（
奏
覧
）
本
家
良
撰
か
と
も
、
言
わ

へ
3
）

れ
る
」
わ
け
で
、
『
秋
風
和
歌
集
』
の
推
定
で
き
る
実
朝
歌
撰
歌
資
料
を
め
ぐ
る
実
朝
家
集
の
問
題
に
併
せ
て
、
こ
の
集
が

『
万
代

和
歌
集
』
と
編
者
を
同
じ
く
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
集
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
と

『
万
代
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料

と
は
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
み
る
。

比
較
検
討
す
る
『
金
塊
和
歌
集
』
の
伝
本
は
、

類
し
て
掲
げ
、
本
稿
に
お
け
る
略
号
を
添
え
る
。

へ
4
）

定
家
所
伝
本
系
統

管
見
に
入
っ
た
以
下
の
諸
本
で
あ
る
。
稿
者
な
り
の
調
査
結
果
に
よ
っ
て
伝
本
分

群
書
類
従
版
行
本
と
貞
享
版
行
本
は
、
架
蔵
本
の
み
を
掲
げ
る
。

（
定
家
本
系
列
）

定家

桧
岡
忠
良
氏
蔵
藤
原
定
家
所
伝
本
『
金
塊
和
歌
集
』
（
岩
波
書
店
刊
複
製
）

函

市
立
函
館
図
書
館
蔵

『
金
塊
集
』

（
桧
平
本
系
列
）

絵

島
原
図
書
館
蔵
松
平
文
庫
本
『
金
塊
集
』

内

内
閣
文
庫
蔵
『
金
塊
和
歌
集
鎌
倉
右
大
臣
実
朝
公
集
』

堀

名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
堀
田
文
庫
本
『
金
塊
集
』

彰

彰
考
館
文
庫
蔵
『
金
塊
集
』
（
巳
一
四
）

（
類
従
本
系
列
）
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類従

犬
井
架
蔵
・
他
蔵
群
書
類
従
巻
二
三
二
所
収
版
行
本
元
版
『
金
塊
和
歌
集
』

犬

犬
井
架
蔵
群
書
類
従
系
写
本
『
金
塊
和
歌
集
』

へ
5
）

貞
享
版
行
本
系
線

（
貞
享
版
行
本
）

貞事

大
井
架
蔵
・
他
蔵
貞
享
四
年
版
行
本
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』

（
版
本
転
写
本
系
列
）

秋

秋
田
県
立
図
書
館
蔵
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』

達

宮
城
県
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
本
『
金
塊
和
歌
集
』
（
伊
九
一

審

相
愛
大
学
・
相
愛
女
子
短
期
大
学
図
書
館
蔵

春
曙
文
庫
本

桃

東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文
庫
本
『
金
塊
和
歌
集
』

（
真
淵
評
語
本
系
列
）

菅

茨
城
大
学
附
属
図
書
館
蔵
菅
文
庫
本
『
金
塊
和
歌
集
』

岩

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵
『
手
入
本
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』

月

秋
月
郷
土
館
蔵
『
実
朝
家
集
』

一
・
二
四
人
・
一
二
）

『
金
塊
和
歌
集
』

狩 小 静 平 東 成 井

犬
井
架
蔵
真
淵
評
語
喜
入
本
『
金
塊
和
歌
集
』
（
上
巻
ノ
ミ
ノ
零
本
）

成
田
山
仏
教
図
書
館
蔵

『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
』

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
文
久
三
年
写
本
『
金
塊
寄
集
』

無
窮
会
図
書
館
蔵
平
沼
文
庫
本
『
金
塊
和
歌
集
』

静
義
堂
文
庫
蔵
『
金
塊
寄
集
』

彰
考
館
文
庫
蔵
小
山
田
与
活
写
本
『
金
塊
集
加
茂
翁
校
本
』

東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
狩
野
文
庫
本
『
金
塊
和
語
集
』
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南

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
英
文
庫
本
『
金
塊
集
鎌
倉
右
大
臣
家
集
加
茂
真
淵
評
』

1⊥

上
上
田
図
書
館
蔵
藤
麓
文
庫
本
『
金
塊
和
讃
集
』

筑
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
金
塊
寄
集
』

初

国
文
学
研
究
資
料
館
歳
初
雁
文
庫
本
天
保
四
年
写
本

雁

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
初
雁
文
庫
本
天
保
十
四
年
写
本

『
其
渕
翁
番
人
本
金
椀
和
歌
集
合
巻
』

『
願
居
翁
吾
人
買
金
塊
和
歌
集
』

『秋風和歌集』所載実朝歌の本文の吟味

玉

鹿
児
島
大
学
附
属
図
書
館
蔵
玉
里
文
庫
本
『
金
塊
和
語
集
』

森

大
阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
森
文
庫
本
『
金
塊
和
歌
集
』

（
中
川
文
庫
本
系
列
）

中

祐
徳
稲
荷
神
社
寄
託
中
川
文
庫
本
『
金
塊
集
』

伊

宮
城
県
図
書
館
蔵
伊
達
文
庫
本
『
金
塊
集
賓
朝
公
』
（
伊
九
一
一
・
二
四
八
・
一
三
）

神

神
宮
文
庫
蔵
『
金
塊
和
歌
集
』

考

彰
考
館
文
庫
蔵
『
金
塊
和
歌
集
』
（
巳
六
・
〇
六
九
・
五
七
）

高

高
校
宮
旧
蔵
『
金
塊
和
歌
集
』

青

篠
山
鳳
鳴
高
校
蔵
青
山
文
庫
本
『
金
塊
集
』

書

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
金
塊
集
』

閣

内
閣
文
庫
蔵
『
金
塊
和
歌
集
』
（
二
〇
一
・
四
五
五
）

（
6
〉

抜
粋
諸
系
統

秀岩

西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵

『
金
塊
和
歌
集
秀
逸
』

秀桃

東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
囲
文
庫
本
『
叫
芳
亭
叢
書
』

所収
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
秀
逸
』

佳詞

大
分
県
立
図
書
館
蔵

『
碩
田
叢
史
』
所
収
『
金
塊
和
歌
集
佳
調
抜
』

抜粋

三
輪
田
高
房
蔵
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
中
抜
粋
』
（
岩
波
文
庫
『
金
塊
和
歌
集
』
「
付
録
」
）



大 井 尊 者

抄千

学
習
院
大
学
図
書
館
蔵

『
千
載
館
抄
書
十
四
』
所
収
『
鎌
倉
右
府
家
集
抄
出
』

『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
実
朝
歌
三
首
は
、
全
て
、
『
金
塊
和
歌
集
』

の
定
家
所
伝
本
系
統
に
も
貞
事
版
行
本
系
統
に

も
載
る
。
但
し
、
江
戸
時
代
に
貞
享
版
行
本
系
統
の
賀
茂
真
淵
評
語
本
系
列
の
本
か
ら
歌
が
抜
粋
さ
れ
て
成
っ
た
抜
粋
諸
系
統
、
す

な
わ
ち
、
『
金
塊
和
歌
集
秀
逸
』
『
金
塊
和
歌
集
佳
調
抜
』
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
中
抜
粋
』
『
鎌
倉
右
府
家
集
抄
出
』
に
は
載
ら
な
い
。

従
っ
て
、
『
金
塊
和
歌
集
』
諸
系
統
に
お
け
る
歌
の
所
載
不
戦
の
整
理
の
み
で
は
、
こ
の

『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌

資
料
が
定
家
所
伝
本
系
統
に
連
な
る
本
文
で
あ
る
の
か
貞
享
版
行
本
系
統
に
連
な
る
本
文
で
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。
本
文
の

細
部
に
お
け
る
差
異
に
つ
い
て
検
討
し
、
各
系
統
の
下
位
分
類
で
あ
る
系
列
の
段
階
で
の
本
文
の
比
較
と
吟
味
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
7
）

な
お
、
二
三
番
「
春
日
野
ゝ
」
の
歌
は
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
十
二
月
二
十
五
日
奏
覧
の

『
続
後
撰
和
歌
集
』
お
よ
び
室
町

（
8
）

時
代
初
期
に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
谷
森
本
『
後
葉
和
歌
集
』

に
も
入
集
し
て
お
り
、
九
二
〇
番
「
わ
す
ら
る
ゝ
」
の
歌
は
、
谷
森

本
『
複
葉
和
歌
集
』
に
も
載
る
。
『
続
後
撰
和
歌
集
』
一
集
の
み
で
は
『
秋
風
和
歌
集
』
入
集
実
朝
歌
三
首
全
て
の
撰
歌
資
料
と
は

な
り
得
な
い
。
ま
た
、
谷
森
本
『
後
発
和
歌
集
』
は
『
秋
風
和
歌
集
』
よ
り
成
立
時
期
が
か
な
り
降
る
わ
け
で
、
『
秋
風
和
歌
集
』

の
撰
歌
資
料
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
両
集
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
の
本
文
が
『
秋
風
和
歌
集
』
所
蔵
実
朝
歌
の
撰
歌

資
料
に
も
連
な
る
こ
と
は
あ
り
得
る
わ
け
で
、
本
稿
で
は
、
南
条
所
載
歌
も
検
討
の
資
料
に
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

00
61

最
初
に
、
『
秋
風
和
歌
集
』
に
載
る
実
朝
歌
の
本
文
を
『
金
塊
和
歌
集
』
諸
伝
本
等
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
。

二
三
番
「
春
日
野
ゝ
」
の
歌
の
定
家
所
伝
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』
に
載
る
本
文
は
、

わ
か
を
つ
む
と
こ
ろ

九

か
す
が
の
ゝ
と
ぶ
ひ
の
ゝ
も
り
け
ふ
と
て
や
む
か
し
か
た
み
に
わ
か
な
つ
む
ら
む

（
定
家
本
に
よ
る
）
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で
あ
る
。
『
秋
風
和
歌
集
』
の
「
わ
か
な
を
よ
み
侍
り
け
る
」
と
は
詞
書
の
本
文
に
差
異
が
あ
る
が
、
歌
は
全
く
同
文
で
あ
る
。
諸

l

伝
本
の
中
の
内
本
の
み
、
初
句
を
「
春
日
山
」
と
す
る
。
他
伝
本
は
、
表
記
に
差
異
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

『秋風和歌集』所載実朝歌の本文の吟味

貞
享
版
行
本
系
統
の
本
文
は
、

屏
風
の
檜
に
若
な
つ
む
所

一八

春
日
野
の
と
ぶ
ひ
の
の
も
り
け
ふ
と
て
や
昔
か
た
み
に
若
な
つ
む
ら
ん

（
貞
草
本
に
よ
る
）

で
あ
る
。
こ
れ
も
、
『
秋
風
和
歌
集
』
と
は
詞
書
は
相
違
す
る
が
、
歌
は
同
文
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
系
統
の
狩
本
は
、
第
二
句
を

「
と
ふ
る
の
野
守
」
と
す
る
。
「
ひ
」
（
字
母
「
日
」
）
を
「
る
」
と
誤
っ
た
と
見
て
よ
い
本
文
で
あ
る
。
青
本
は
「
と
ふ
ひ
の
も
り

の
」
と
し
、
閣
本
は
「
と
ふ
ひ
の
も
り
」
と
、
「
の
」
を
脱
し
た
形
の
、
字
足
ら
ず
の
本
文
に
な
っ
て
い
る
。
他
の
伝
本
は
、
表
記

（
8
）

の
差
異
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
『
古
今
和
歌
集
』
春
部
一
八
番
の

「
読
み
人
知
ら
ず
」
の
歌
、

春
日
野
の
飛
火
の
野
守
出
で
て
見
よ
い
ま
幾
日
あ
り
て
若
菜
摘
む
ら
む

を
本
歌
と
す
る
か
ら
、
そ
の
初
二
一
句
と
の
関
連
で
、
狩
・
音
南
本
の
第
二
句
の
本
文
は
採
れ
な
い
。
閣
本
の
本
文
も
、
「
の
」
を

脱
し
た
の
が
「
野
守
（
の
も
り
）
」
か
ら
で
あ
る
の
か
青
本
の
ご
と
き

な
い
。
こ
の
三
本
の
本
文
は
後
の
本
文
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

谷
森
本
『
複
葉
和
歌
集
』
に
載
る
こ
の
歌
は
、

屏
風
絵
に
わ
か
な
つ
む
と
こ
ろ
を

「
も
り
の
」
か
ら
で
あ
る
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
採
れ

『
秋
風
和
歌
集
』
の
編
纂
と
の
関
連
は
な
い
と
見
て
よ
い
。

鎌
倉
右
大
臣

一
七
六
春
日
の
ゝ
飛
火
の
野
守
け
ふ
と
て
や
昔
か
た
み
に
若
菜
つ
む
ら
ん

と
、
詞
書
を
含
め
て
、
貞
享
版
行
本
系
統

『
金
塊
和
歌
集
』
の
本
文
と
同
じ
本
文
で
あ
る
。

『
秋
風
和
歌
集
』
の
二
三
番
「
春
日
野
ゝ
」
の
歌
は
、
定
家
所
伝
本
系
統
は
詞
書
を
「
若
菜
摘
む
と
こ
ろ
」

（
校
訂
）
と
す
る
遮

詠
歌
の
扱
い
で
あ
り
、
貞
享
版
行
系
統
は
「
若
菜
摘
む
と
こ
ろ
」
の
屏
風
歌
と
さ
れ
て
い
る
。
「
屏
風
の
絵
に
」
と
い
う
限
定
が
な

い
と
い
う
点
で
、
『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
歌
の
詞
書
の
本
文
は
定
家
所
伝
本
系
統
に
似
る
と
言
え
る
が
、
共
に
基
本
的
に
は
題
詠
歌

と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
歌
は
、
諸
系
統
・
諸
集
の
間
で
、
そ
の
題
詠
歌
と
い
う
扱
い
に
相
違
は
な
い
。
歌
の
本
文
は
、
幾
つ
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か
の
伝
本
に
は
独
自
異
文
は
あ
る
が
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統
と
も
貞
享
版
行
本
系
統
と
も
、
ま
た
、
谷
森
本

『後

発
和
歌
集
』
所
収
本
文
と
も
、
差
異
が
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
二
三
番
歌
「
春
日
の
ゝ
」
の
歌
の
撰
歌
資
料
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
ど
の
系
統
と
も
ど
の
系
列
と
も
、
ま
た
、
谷
森
本
『
後

発
和
歌
集
』
に
連
な
る
文
献
と
も
、
特
定
で
き
な
い
。
い
ず
れ
の
本
文
も
撰
歌
資
料
で
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

七
二
一
番
「
か
り
の
ゐ
る
」
の
歌
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
諸
本
は
、
全
て
、
「
或
る
人
の
も
と
に
遣
は
し
侍
り
し
」

（
校
訂
）

とい

う
詞
書
の
も
と
の
歌
と
し

定
家
所
伝
本
系
統
の
類
従
本
系
列
の
二
本
に
の
み
、
「
も
と
に
」
を
「
本
へ
」
と
す
る
異
文
が
あ
る

『
秋
風
和
歌
集
』
と
差
異
が
あ
る
が
、
歌
語
に
は
全
く
異
文
が
な
い
。
即
ち
、
定
家
所
伝
本
系
統
に
載
る
本
文
は
、

あ
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
侍
し
（
但
、
三
人
二
番
詞
書
）

三
人
三
か
り
の
ゐ
る
は
か
ぜ
に
さ
ば
ぐ
秋
の
た
の
お
も
ひ
み
だ
れ
て
ほ
に
ぞ
い
で
ぬ
る

で
あ
り
、
他
伝
本
は
表
記
に
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
貞
享
版
行
本
系
統
に
載
る
本
文
も
、

あ
る
人
の
も
と
に
つ
か
は
し
侍
し
（
但
、
五
六
一
番
詞
書
）

五
六
二
億
の
ゐ
る
羽
風
に
さ
は
ぐ
秋
の
田
の
思
ひ
み
だ
れ
て
ほ
に
ぞ
出
ぬ
る

で
あ
る
。
こ
の
系
統
の
森
本
が
末
句
の
「
ほ
に
ぞ
」
を
「
ほ
こ
そ
」
と
し
、
「
こ
」
の
右
に
「
に
ィ
」
と
校
異
を
示
し
て
い
る
が

こ
の
異
文
は
、
「
に
」
を
片
仮
名
の
「
ニ
」
と
表
記
し
た
も
の
を
「
こ
」
と
誤
読
し
た
こ
と
に
よ
る
と
見
て
よ
い
。
校
合
が
添
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
森
本
に
至
る
ま
で
の
間
に
お
け
る
誤
写
で
あ
る
！
、
他
の
諸
伝
本
は
、
表
記
に
差
異
が
あ
る
の
み

で
、
『
秋
風
和
歌
集
』
と
全
く
同
文
で
あ
る
。

『
秋
風
和
歌
集
』
は
、
こ
の
歌
を
、
「
秋
の
恋
と
い
ふ
こ
と
を
」
（
校
訂
）
と
、
題
詠
歌
と
す
る
。
し
か
る
に
、
『
金
塊
和
歌
集
』

は
、
「
或
る
人
の
も
と
に
遺
は
し
侍
り
し
」
（
校
訂
）
と
い
う
、
生
活
詠
と
す
る
。
尤
も
、
生
活
詠
で
は
あ
る
が
、
題
詠
歌
を
「
或
る

人
の
も
と
に
遺
は
し
」
た
と
い
う
設
定
も
あ
り
得
る
わ
け
で
、
非
題
詠
の
歌
と
は
き
め
つ
け
ら
れ
な
い
。
『
秋
風
和
歌
集
』
は
、
そ

だU16

れ
を
、
明
確
に
題
詠
歌
と
扱
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
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こ
の
歌
も
、
『
秋
風
和
歌
集
』
の
撰
歌
資
料
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
ど
の
系
統
の
ど
の
系
列
の
本
文
で
も
あ
り
得
る
の
で
あ
る
。

l『秋風和歌集』所蔵実朝歌の本文の吟味

九
二
〇
番
「
忘
ら
る
ゝ
」

の歌は、『金塊和歌集』諸系統に載る呈但し、貞事版行本系統の初本は、この前後、

五
三
二
番
（
貞
享
版
行
本
で
は
五
三
四
番
に
当
た
る
）
の
後
に
一
丁
の
落
丁
が
あ
っ
て
、
十
二
首
の
歌
が
欠
け
て
お
り
、
貞
享
版
行

本
で
五
四
四
番
に
当
た
る
こ
の
歌
も
我
ら
な
い
。
初
本
も
、
初
本
の
ご
と
き
本
文
も
、
撰
歌
資
料
で
は
あ
り
得
な
い

ー。

定
家
所
伝
本
系
統
に
載
る
こ
の
歌
の
本
文
は
、

こ
ろ
も
に
よ
す
る
こ
ひ

四
〇
六
わ
す
ら
る
ゝ
身
は
う
ら
ぶ
れ
ぬ
か
ら
衣
さ
て
も
た
ち
に
し
な
こ
そ
お
し
け
れ

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
犬
本
が
第
二
旬
を
「
身
は
う
ら
ふ
る
ゝ
」

る
。
『
秋
風
和
歌
集
』
と
同
文
な
の
で
あ
る
。

貞
事
版
行
本
系
統
の
本
文
は
、

人
々
寄
よ
み
し
に
寄
衣
恋

と
す
る
以
外
、
他
伝
本
に
は
表
記
の
差
異
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ

五
四
四
忘
ら
る
ゝ
身
は
う
ら
ぶ
れ
ぬ
か
ら
衣
き
て
も
た
ち
に
し
名
こ
そ
惜
し
け
れ

で
あ
る
。
第
四
句
「
き
て
も
た
ち
に
し
」
が
『
秋
風
和
歌
集
』
と
相
違
す
る
。
な
お
、
森
本
（
五
三
四
番
） は
五
三
一
番
の
「
寄
風

恋」

の
詞
書
の
も
と
の
歌
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
に
は

「
風
」
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
見
て
、
森
本
に
至
る
間
に
、
こ

の
歌
の
詞
書
「
寄
衣
恋
」
が
欠
脱
し
直
前
の
歌
の
詞
書
の
も
と
の
歌
に
な
っ
た
も
の
と
見
て
よ
い
。

貞
事
版
行
本
系
統
の
貞
享
版
行
本
・
版
本
転
写
本
系
列
・
真
淵
評
語
本
系
列
は
、
狩
本
以
外
は
、
全
て
、
第
四
句
が
「
き
て
も
た

ちにし」とあり、『秋風和歌集』とは本文に相違がある事岩・上・雁の三本には、「き」

の
右
行
間
に
「
さ
」
と
校

合
が
示
さ
れ
て
い
る

。
ま
た
、
中
川
文
庫
本
系
列
の
諸
本
は
、
全
て
、
第
二
句
を
「
身
は
と
し
ふ
れ
ぬ
」
と
す
る
。
そ
の
う
ち
、

青
本
の
み
、
右
行
間
に
「
う
ら
イ
」
と
、
定
家
所
伝
本
系
統
や
貞
享
版
行
本
系
統
の
版
行
本
・
版
本
転
写
本
系
列
の
本
文
が
校
合
さ

れ
て
い
る
。



犬 井 喜 寿
『
続
後
撰
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
こ
の
歌
の
本
文
は
、

題
し
ら
ず
（
但
、
九
五
四
番
詞
書
）

鎌
倉
右
大
臣

九
五
五
わ
す
ら
る
る
身
は
う
ら
ぶ
れ
ぬ
唐
衣
さ
て
も
た
ち
に
し
名
こ
そ
を
し
け
れ

で
あ
り
、
谷
森
本
『
後
葉
和
歌
集
』
に
載
る
本
文
は
、

寄
衣
恋

同

山
実
朝
卿
｝

二
九
七
二
忘
ら
る
ゝ
身
は
と
し
ふ
れ
ぬ
唐
衣
さ
て
も
立
に
し
名
こ
そ
惜
し
け
れ

で
あ
る
。

『
続
後
撰
和
歌
集
』
が
「
慈
し
ら
ず
」
と
す
る
の
は
、
何
ら
か
の
題
の
あ
る
資
料
か
ら
故
意
に
「
慈
し
ら
ず
」
と
し
て
採
る
、
あ

る
い
は
題
が
な
く
題
の
わ
か
ら
な
い
資
料
か
ら
入
集
し
た
、
と
い
う
筋
道
が
自
然
で
は
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
歌
が
、
敢
え
て
「
慈
し

ら
ず
」
の
詞
書
で
括
っ
た
の
か
、
文
字
通
り
題
が
不
明
で
あ
っ
た
の
か
は
、
判
然
と
し
な
い
。
を
お
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』

の

「慈

し
ら
ず
」
か
ら
『
秋
風
和
歌
集
』
の
ご
と
き
「
寄
衣
恋
」
の
題
を
与
え
る
の
は
、
こ
の
歌
の
場
合
、
「
う
ら
」
「
こ
ろ
も
」
「
た
ち
」

な
ど
、
「
衣
」
に
関
す
る
縁
語
仕
立
て
の
歌
で
あ
る
か
ら
、
さ
ほ
ど
難
儀
で
も
な
い
こ
と
で
、
そ
の
可
能
性
も
皆
無
と
は
言
え
を
い
。

谷
森
本
『
後
葉
和
歌
集
』
が
第
二
句
を
「
身
は
と
し
ふ
れ
ぬ
」
と
す
る
の
は
、
そ
の
撰
歌
資
料
が
『
金
塊
和
歌
集
』
の
貞
享
版
行

本
系
統
中
川
文
庫
本
系
列
と
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
谷
森
本
『
複
葉
和
歌
集
』

は
、
『
秋
風
和
歌
集
』

の
撰
歌
資
料
と
の
関
連
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
こ
の
歌
に
つ
い
て
、
『
秋
風
和
歌
集
』
と
全
く
同
文
で
あ
る
の
は
、
大
本
を
除
く
定
家
所
伝
本
系
統
『
金

税
和
歌
集
』
諸
本
と
『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
犬
本
は
、
群
書
類
従
版
行
本
か
ら
の
転
写
本
で
直
接
の
写
本

で
あ
る
か
、
幾
次
か
の
転
写
を
経
た
写
本
で
あ
る
か
は
判
ら
な
い
が

脱
文
や
異
文
が
多
く
生
じ
た
本
で
あ
る
か
ら
、
第
二
句

の

「
身
は
う
ら
ぶ
る
ゝ
」
は
こ
の
大
本
に
至
る
間
の
本
文
変
化
と
見
て
よ
い
。
従
っ
て
、
こ
の

『
秋
風
和
歌
集
』
九
二
〇
香
「
忘
ら

る
ゝ
」
の
歌
の
撰
歌
資
料
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統
の
ご
と
き
本
文
、
あ
る
い
は
、
『
続
後
撰
和
歌
集
』

に
連
な
る

416

本
文
で
あ
っ
た
、
と
見
て
よ
い
。
定
家
所
伝
本
系
統
の
い
ず
れ
の
系
列
で
あ
る
か
は
判
然
と
し
な
い
。
谷
森
本
『
後
葉
和
歌
集
』

の
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本
文
と
は
関
連
が
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

l

10

『秋風和歌集退所戟実朝歌の本文の吟味

『
秋
風
和
歌
集
』
に
載
る
三
首
の
実
朝
歌
を
『
金
塊
和
歌
集
』
諸
本
等
と
比
較
検
討
し
た
結
果
を
整
理
し
て
み
る
。

二
三
番
「
春
日
野
ゝ
」
の
歌
の
撰
歌
資
料
は
、
定
家
所
伝
本
系
統
と
も
貞
享
版
行
本
系
統
と
も
特
定
で
き
ず
、
い
ず
れ
の
系
統
の

本
文
も
撰
歌
資
料
で
あ
り
得
る
。
尤
も
、
『
秋
風
和
歌
集
』
の
詞
書
の
本
文
は
、
定
家
所
伝
本
系
統
と
共
通
し
、
貞
享
版
行
本
系
統

と
は
相
違
が
あ
る
。
但
し
、
貞
享
版
行
本
系
統
の
詞
書
の
本
文
か
ら

『
秋
風
和
歌
集
』
の
ご
と
き
詞
書
の
方
向
へ
の
改
変
は
、
あ
り

得
よ
う
。

七
二
一
番
「
か
り
の
ゐ
る
」
の
歌
も
、
撰
歌
資
料
を
定
家
所
伝
本
系
統
と
も
貞
享
版
行
本
系
統
と
も
特
定
で
き
な
い
。
ど
ち
ら
の

本
文
も
『
秋
風
和
歌
集
』
と
同
文
で
、
撰
歌
資
料
で
あ
り
得
る
。

九
二
〇
沓
「
わ
す
ら
る
ゝ
」
の
歌
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統

大
本
は
独
自
異
文
が
あ
り
、
別
と
し
て

と

『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
が
『
秋
風
和
歌
集
』
の
本
文
と
合
致
す
る
。
貞
事
版
行
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』
の
本
文
と
は
異
な
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
し
て
い
る
実
朝
歌
三
首
の
全
て
の
撰
歌
資
料
で
あ
り
得
る
の
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』

の
定
家
所
伝
本
系
統
の
本
文
と
い
う
こ
と
に
な
る

但
し
、
三
首
の
内
の
一
首
に
独
自
異
文
が
あ
る
犬
本
の
本
文
は
撰
歌
資
料
で

あ
ゎ
ノ
得
な
い
。
他
は
単
独
で
は
撰
歌
資
料
に
な
れ
な
い
。
定
家
所
伝
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』

そ
の
も
の
が
撰
歌
資
料
で
あ
っ

た
の
か
、
定
家
所
伝
本
系
統
に
つ
な
が
る
何
ら
か
の
文
献
が
撰
歌
資
料
と
さ
れ
た
の
か
、
そ
こ
ま
で
は
判
然
と
し
な
い
が
。

〈
q
こ

『
秋
風
和
歌
集
』
の
成
立
年
次
考
証
は
、
安
井
久
喜
氏
に
よ
れ
ば
、
外
部
徴
証
は
皆
無
で
、
内
部
徴
証
に
拠
る
他
な
い
由
で
あ
る

建
長
三
年
う
る
ふ
九
月
二
十
六
日
、
吹
田
に
て
講
ぜ
ら
れ
は
べ
り
け
る
十
首
の
中
に
、
秋
歌

衣
が
さ
の
前
内
大
臣

が、
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と
い
う
、
三
九
一
番
歌
の
詞
書
か
ら
見
て
、
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）

閏
九
月
二
十
六
日
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
朝
は
、
承

久
元
年
（
一
二
一
九
）
一
月
二
十
七
日
の
没
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
没
後
三
十
二
年
以
降
の
成
立
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
藤
原
定
家
所

伝
本
『
金
塊
和
歌
集
』
の
末
尾
に
定
家
の
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
日
付
ほ
、
書
写
の
日
付
で
あ
る
の
か
、
そ
の
他
の
用
の
日
付
で
あ
る

の
か
、
判
然
と
し
な
い
が
、
「
建
暦
三
年
十
二
月
十
八
日
」
即
ち
西
暦
一
二
一
三
年
で
あ
り
、
『
秋
風
和
歌
集
』

は
そ
の
日
付
か
ら
は

三
十
人
年
以
降
の
成
立
で
あ
る
。
こ
う
見
る
と
、
こ
の
集
は
、
か
な
り
早
い
時
期
に
成
っ
た
実
朝
歌
の
資
料
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
早
い
時
期
の
私
撰
集
に
採
ら
れ
た
歌
の
本
文
が
定
家
所
伝
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』

の
本
文
と
同
文
で
あ
る
、
と
い
う
事
実
は

注
目
さ
れ
て
よ
い
。

へ
1
0
）

『
秋
風
和
歌
集
』
の
撰
者
は
、
確
定
的
と
ま
で
は
言
え
な
い
が
、
真
鶴
（
右
大
弁
菜
重
光
俊
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
安
井
氏
は
、

そ
の
よ
う
に
推
理
す
る
外
部
徴
証
と
し
て
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
前
長
門
守
時
朝
入
京
田
舎
打
開
集
』

お
よ
び
そ
の
異
本
『
勅
撰
井

都
郡
打
開
入
長
門
前
司
時
朝
歌
』

に

『
秋
風
和
歌
集
』
に
載
る
七
七
一
番
の
藤
原
時
朝
歌
を
載
せ
て
、

秋
風
集
に
入
寄
一
首

右
大
弁
光
俊
朝
臣
撰

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
、
ま
た
、
弘
安
年
間

（
一
二
七
人
～
一
二
八
八
）
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る
『
代
集
』

に、

秋
風
集
光
俊
朝
臣
撰
（
『
歌
学
大
系
』
所
収
本
。
彰
考
館
文
庫
蔵
本
）

と
あ
る
事
実
も
、
外
部
徴
証
と
さ
れ
る
。

内
部
徴
証
は
、
有
力
な
も
の
は
な
い
が
、
安
井
氏
は
、

真
観
が
す
ゝ
め
侍
け
る
百
首
寄

集
観
が
す
ゝ
め
よ
ま
せ
は
べ
り
け
る
百
首
歌
の
中
に

美
観
が
す
ゝ
め
侍
け
る
百
首

と
い
う
、
諸
家
集
に
は
『
右
大
弁
光
俊
朝
臣
勧
進
百
首
』

こ
の
集
に
、

信実

（

五
二
七
番
詞
書
）

為氏

（

九
四
七
番
詞
書
）

為家

（
一
〇
五
三
番
詞
書
）

と
記
さ
れ
る
歌
が
載
り
、
「
真
鶴
が
」
と
い
う
記
し
方
が
、
撰
者
自
身
の

216

み
が
記
し
得
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
と
、
真
観
（
光
俊
）

の
歌
が
一
首
も
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
事
実
を
「
生
存
の
歌
人
に
つ
い
て

11
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特
に
入
集
歌
数
の
ふ
り
合
を
厳
密
に
検
討
し
た
ら
し
い
形
跡
が
み
と
め
ら
れ
る
の
で
、
撰
者
自
身
の
詠
歌
数
は
そ
れ
ら
と
の
比
較
に

12

1

よ
る
批
判
を
生
む
こ
と
を
予
想
し
て
全
く
採
ら
な
か
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
」
と
い
う
点
と
の
、
二
つ
の
状
況
証
拠
を
挙
げ
ら
れ

『秋風和歌集』所載実朝歌の本文の吟味

て
、
こ
の
集
の
撰
者
を
、
「
反
証
の
な
い
ま
ゝ
」
、
真
観
（
光
俊
）
と
「
推
定
し
て
も
支
障
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
推
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。

（11）

そ
の
実
観
は
、
久
保
田
淳
民
が
「
為
家
と
真
観
」
と
い
う
御
論
考
に
お
い
て
、

光
俊
は
、
『
現
存
和
歌
六
帖
』
に
始
ま
り
、
『
秋
風
和
歌
集
』
『
石
問
集
』
等
々
多
く
の
私
撰
集
を
編
み
、
積
極
的
に
歌
会
・

歌
合
を
主
催
し
、
為
家
一
派
を
論
難
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
歌
壇
を
墾
断
せ
ん
と
す
る
御
子
左
家
に
括
抗
し
て
大
い
に
気

を
吐
い
た
異
色
あ
る
歌
人
と
し
て
、
従
来
も
中
世
和
歌
史
上
注
目
さ
れ
て
き
た
作
家
で
あ
っ
た
。

と
さ
れ
た
よ
う
に
、
御
子
左
家
に
対
立
し
た
歌
人
で
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）

の

「
日
吉
社
五
十
首
」
ま
で

は
、
為
家
と
の
間
に
「
表
面
的
な
友
好
関
係
が
た
も
た
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
」
が
、

と
こ
ろ
が
、
同
四
年
十
二
月
に
は
、
反
御
子
左
家
一
派
が
旗
織
を
鮮
明
に
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
と
目
さ
れ
る

『
春
日
若
宮
社

歌
合
』
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
ら
ば
、
為
家
・
光
俊
の
間
は
こ
の
年
下
半
期
に
急
速
に
悪
化
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（10）

と
い
う
。
安
井
久
喜
氏
も
、
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』

の
「
第
玉
章
歌
人
と
し
て
の
閲
歴
」
に
お
い
て
、

寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
、
光
俊
四
十
四
歳
で
あ
る
が
、
こ
の
年
に
は
為
家
と
と
も
に

「
日
吉
三
社
歌
合
」
に
参
加
し
て
い

る
。
他
の
泳
者
は
現
資
料
で
は
全
く
し
ら
れ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
両
者
が
二
人
だ
け
で
、
あ
る
い
は
ご
く
少
数
の
親
近
者
を

加
え
て
、
最
後
の
和
解
の
機
会
を
こ
こ
に
求
め
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
結
局
失
敗
に
終
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、

十
二
月
春
日
若
宮
歌
合
に
お
け
る
反
御
子
左
派
の
結
集
と
な
つ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
両
派
の
対
立
は
決
定

的
と
な
り
、
か
つ
そ
れ
は
表
面
化
し
た
も
の
と
な
っ
た
。

と
説
か
れ
る
。
真
鶴
（
光
俊
）
は
、
定
家
等
の
御
子
左
家
の
人
達
に
歌
の
指
導
を
う
け
、
交
友
関
係
が
あ
っ
た
が
、
後
に
、
反
御
子

左
家
の
活
動
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
顕
在
化
し
た
の
が
寛
元
四
年
（
一
二
四
六
）
の
末
の
『
春
日
若
宮
社
歌
合
』
な
の
で
あ
る
。
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こ
の
、
美
観
（
光
俊
）
と
御
子
左
家
と
の
対
立
と
い
う
件
は
、
『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
と
い
う
件
と

関
わ
る
と
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

美観
（
光
俊
）
が
表
だ
っ
て
反
御
子
左
家
の
活
動
を
開
始
し
た
後
の
建
長
三
年
（
一
二
五
一
）
以
降
の
成
立
と
考
え
ら
れ
る

『秋

風
和
歌
集
』
に
入
集
す
る
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ご
と
き
幾
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
は
、
真
鶴
が
、
早
く
御
子
左
家
と
交
流
の
あ
っ
た
時
期
に
、
定
家
所
伝
本
そ
の
も
の
あ
る
い
は
現
存
す
る
定
家
所
伝
本
系
統

『
金
塊
和
歌
集
』
の
ご
と
き
写
本
を
閲
覧
・
書
写
し
て
お
い
た
、
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
後
に
、
そ
こ
か
ら
、
三
首
の
実
朝
歌
を

『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
さ
せ
た
、
こ
れ
が
一
つ
で
あ
る
。
『
秋
風
和
歌
集
』

の
編
ま
れ
た
頃
ま
で
降
る
と
、
光
俊
は
、
御
子
左
家

に
蔵
さ
れ
て
い
た
と
見
て
よ
い
定
家
所
伝
本

『
金
塊
和
歌
集
』
そ
の
も
の
を
披
見
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

一
つ
は
、
反
御
子
左
家
の
活
動
を
開
始
し
て
い
た
撰
者
真
観
が
、
御
子
左
家
の
も
と
を
離
れ
て
い
た

『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所

伝
本
系
統
の
写
本
を
入
手
し
て
、
そ
こ
か
ら
、
実
朝
歌
を

『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
さ
せ
た
、
こ
れ
が
次
な
る
可
能
性
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
第
二
の
可
能
性
の
中
の
一
つ
で
あ
る
わ
け
だ
が
、
鎌
倉
に
あ
っ
た
実
朝
歌
の
資
料
に
よ
っ
て
、
撰
者
異
観
は
実
朝

（10）

歌
を
『
秋
風
和
歌
集
』
に
採
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
安
井
久
善
氏
に
よ
る
美
観
（
光
俊
）
の
伝
記
考
証
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、

「
康
元
元
年
（
一
二
五
六
）
以
降
、
光
俊
は
関
東
へ
接
近
す
る
よ
う
な
姿
勢
を
示
し
て
い
る
」

の
で
あ
る
。
父
按
察
使
光
親
は
、
承

久
の
乱
の
謀
議
に
参
画
し
た
中
心
人
物
と
見
ら
れ
て
斬
刑
と
な
り
、
光
俊
自
身
も
そ
の
連
座
で
筑
紫
に
流
刑
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る

わ
け
で
、
必
ず
し
も
光
俊
は
鎌
倉
幕
府
へ
の
接
近
は
潔
し
と
は
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
康
元
元
年
に
は
鹿
島
社
へ
参

詣
し
て
お
り
（
『
夫
木
和
歌
抄
』
巻
二
三
・
一
一
〇
七
番
左
注
）
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
に
は
鎌
倉
に
下
り
、
第
六
代
将
軍
宗
尊

親
王
の
和
歌
師
範
と
な
っ
て
い
る
。
後
年
の
真
観
と
鎌
倉
と
の
密
接
な
関
係
は
、
康
元
元
年

（
一
二
五
六
）
か
ら
突
然
始
ま
っ
た
と

見
る
よ
り
は
、
早
く
か
ら
の
鎌
倉
と
の
交
流
が
、
将
軍
の
和
歌
師
範
登
用
に
つ
な
が
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
『
秋
風
和
歌

集』

編
纂
時
に
は
、
鎌
倉
に
残
る
実
朝
歌
関
の
資
料
を
入
手
し
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
資
料
が
、
現
存
の

『
金
塊
和
歌
集
』

定
家
所
伝
本
系
統
の
本
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
、
さ
よ
う
な
可
能
性
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

160

13
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い
ま
一
つ
、
反
御
子
左
家
の
活
動
を
し
た
真
観
（
光
俊
）
が
、
御
子
左
家
の
総
帥
藤
原
定
家
の
歌
の
弟
子
で
あ
っ
た
実
朝
の
歌
を

14

1

三
首
、
『
秋
風
和
歌
集
』
に
採
っ
た
と
い
う
事
実
も
、
注
意
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
尤
も
、
こ
の
集
に
は
、
俊
成
の
歌
が
二
一
首
、
定

『秋風和歌集』所蔵実朝歌の本文の吟味

家
の
歌
が
三
〇
首
も
載
り
、
あ
れ
ほ
ど
対
立
し
た
為
家
の
歌
で
さ
え
二
二
首
採
ら
れ
て
お
り
、
御
子
左
家
に
連
な
る
他
の
人
た
ち
の

歌
も
、
数
多
く
入
集
し
て
い
る
。
撰
者
真
鶴
（
光
俊
）
は
、
優
れ
た
歌
は
優
れ
た
歌
と
し
て
尊
重
し
た
の
で
あ
り
、
実
朝
の
歌
が
、

三
首
と
は
い
え
、
採
ら
れ
た
の
も
、
当
然
の
こ
と
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
為
家
撰
の
『
続
後
撰
和
歌
集
』
と
こ
の
『
秋
風
和
歌
集
』

と
で
共
通
に
撰
ば
れ
て
い
る
歌
が
六
二
首
も
あ
り
（
以
上
、
古
典
文
庫
『
秋
風
和
歌
集
』
の
「
解
説
」
に
よ
る
）
、
実
朝
歌
も
一
首
、

二
三
番
「
春
日
野
ゝ
」
の
歌
が
両
集
で
共
通
に
入
集
し
て
い
る
。
こ
の
歌
に
関
し
て
は
直
接
の
書
承
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
事
実
も
貴
重
で
あ
る
。

本
稿
に
お
い
て
、
『
秋
風
和
歌
集
』
に
入
集
し
た
実
朝
の
歌
の
撰
歌
資
料
は
『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統
に
繋
が
る
本

文
を
有
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
証
明
で
き
た
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
、
実
朝
歌
の
、
あ
る
い
は
、
『
金
塊
和
歌
集
』
の
、
本
文

流
伝
に
関
し
て
、
か
な
り
重
要
な
こ
と
が
ら
に
関
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

為
家
と
光
俊
が
挟
を
分
っ
た
寛
元
四
年
以
前
に
、
あ
る
い
は
、
こ
の

『
秋
風
和
歌
集
』
が
編
ま
れ
る
建
長
三
年
以
前
に
、
定
家
所

伝
本
系
統
の
ご
と
き
『
金
塊
和
歌
集
』
が
書
写
さ
れ
て
お
り
、
光
俊
が
そ
の
写
本
を
見
て
自
分
の
偏
す
る
私
撰
集
の
撰
歌
資
料
に
で

き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
は
『
金
塊
和
歌
集
』
の
流
伝
が
か
な
り
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

形
跡
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
、
光
俊
が
鎌
倉
か
ら
実
朝
和
歌
の
資
料
を
入
手
し
て
『
秋
風
和
歌
集
』
の
撰
歌
資
料
に
し
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
は
鎌
倉
に
伝
わ
っ
た
実
朝
和
歌
の
資
料
が

『
金
塊
和
歌
集
』
の
現
存
定
家

所
伝
本
系
統
の
ご
と
き
本
文
に
近
い
本
文
を
備
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
形
跡
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
こ
の
集
を
編
纂
し
て

い
た
当
時
は
必
ず
し
も
鎌
倉
幕
府
と
親
密
な
交
流
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
真
観

（
光
俊
）
で
は
あ
る
が
、
後
に
鎌
倉
と
深
く
関

わ
る
こ
と
に
な
る
き
ざ
し
は
、
既
に
『
秋
風
和
歌
集
』
編
纂
時
か
ら
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
御
子
左
家
の
捻
帥
定
家
の
筆
を
含
む
定
家
所
伝
本
『
金
塊
和
歌
集
』
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
本
の
系
統
の
本
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文
を
有
す
る
資
料
が
、
か
な
り
早
い
時
期
に
、
反
御
子
左
家
の
中
心
人
物
に
な
つ
て
い
た
光
俊
の
撰
し
た

『
秋
風
和
歌
集
』
の
撰
歌

資
料
に
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
、
重
大
な
問
題
に
連
な
る
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
、
『
万
代
和
歌
集
』
と
の
関
連
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
『
秋
風
和
歌
集
』
も
『
万
代
和
歌
集
』
も
、
美
観
（
光
俊
）

が

撰
者
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
。

先
に
、
稿
者
は
、
『
万
代
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
撰
歌
資
料
は

『
金
塊
和
歌
集
』
の
貞
享
版
行
本
系
統
の
、
特
に
、
そ
の
中
で

は
比
較
的
定
家
所
伝
本
系
統
の
本
文
に
近
似
す
る
伝
本
の
グ
ル
ー
プ
（
本
稿
で
い
う
中
川
文
庫
本
系
列
）
の
本
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ

へ12）

た
、
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
し
か
る
に
、
い
ま
本
稿
に
お
い
て
検
討
を
加
え
た
よ
う
に
、
『
秋
風
和
歌
集
』

は
、
『
金
塊
和

歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統
の
本
文
に
連
な
る
も
の
が
撰
歌
資
料
と
さ
れ
た
、
と
見
る
ほ
か
な
い
。

こ
の
件
は
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
つ
は
、
『
万
代
和
歌
集
』
と
『
秋
風
和
歌
集
』
と
は
、
撰
者
を
異
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
撰
歌
資
料
も
当
然
異
な
っ
て
い

た
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
先
覚
が
考
証
さ
れ
た
と
お
り
、
『
万
代
和
歌
集
』
と

『
秋
風
和
歌
集
』
と
は
そ
の
編
者
を
同
じ
く
す
る
、
実
朝
詠

歌
の
撰
歌
資
料
は
、
両
者
の
間
で
異
な
つ
て
い
た
、
と
い
う
見
方
で
あ
る
。

第
二
の
見
方
の
中
の
別
の
見
方
と
し
て
、
次
の
よ
う
を
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
『
万
代
和
歌
集
』

と

『
秋
風
和
歌
集
』
と
は
そ
の

撰
者
を
同
じ
く
し
、
撰
歌
資
料
も
同
一
で
あ
っ
た
。
そ
の
撰
歌
資
料
が
、
定
家
所
伝
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』

に
近
似
す
る
貞
享
版

行
本
系
統
の
本
文
を
有
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
逆
に
、
貞
享
版
行
本
系
統
『
金
塊
和
歌
集
』

の
本
文
に
近
似
す
る
定
家
所
伝
本
系
統

の
本
文
の
本
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

い
ず
れ
の
可
能
性
が
高
い
か
と
い
う
と
、
最
後
の
推
測
、
定
家
所
伝
本
系
統
と
貞
享
版
行
本
系
統
と
の
問
に
位
置
す
る
本
文
の
『
金

塊
和
歌
集
』
が
『
万
代
和
歌
集
』
所
哉
の
実
朝
歌
と

『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
の
実
朝
歌
の
双
方
の
撰
歌
資
料
と
さ
れ
た
、
と
い
う
こ

8

へ13）

㍑

と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
拙
論
旧
稿
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
、
貞
享
版
行
本
系
統
の
中
川
文
庫
本
系
列
が
、
所
載
歌
や
部
類
・

15
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配
列
の
点
で
は
貞
事
版
行
本
系
統
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
詞
書
や
歌
の
本
文
が
定
家
所
伝
本
系
統
本
文
に
似
る
と
こ
ろ
が
多
い
と
い

l

う
事
実
は
、
重
大
な
の
で
あ
る
。
中
川
文
庫
本
系
列
の
中
の
現
存
の
伝
本
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
と
似
た
、
貞
事
版
行
本
系

統
に
近
似
す
る
定
家
所
伝
本
系
統
本
文
が
他
に
も
存
存
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

16

『秋風和歌集』所蔵実朝歌の本文の吟味

『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
の
実
朝
歌
三
首
の
本
文
は
、
現
存
『
金
塊
和
歌
集
』

の
定
家
所
伝
本
系
統
の
本
文
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
、
と

い
う
事
実
の
確
認
で
本
稿
を
と
ど
め
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
の
確
認
が
、
『
秋
風
和
歌
集
』

の
撰
者
の
問
題
、
特
に
、
『
万
代
和
歌
集
』
の
撰
者
、
あ
る
い
は
そ
の
『
万
代
和
歌
集
』
の
撰
者
の
用
い
た
撰
歌
資
料
の
問
題
、
こ

の
集
の
撰
者
の
歌
界
に
お
け
る
在
り
方
の
問
題
に
ま
で
関
わ
っ
て
く
る
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
た
こ
と
は
、
無
視
す
る
わ
け
に
は
行

か
な
い
。
『
金
塊
和
歌
集
』
の
定
家
所
伝
本
系
統
と
貞
享
版
行
本
系
統
の
本
文
の
形
成
に
さ
え
関
わ
る
問
題
に
連
な
る
こ
と
に
な
る
、

『
秋
風
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
に
つ
い
て
吟
味
し
た
本
稿
は
、
無
意
味
な
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

注
1
、
『
和
歌
大
辞
典
』
（
昭
和
六
一
年
三
月
刊
）

の
『
秋
風
和
歌
集
』
の
項
（
安
井
久
喜
氏
担
当
）
。

23

古
典
文
庫
二
六
〇
『
秋
風
和
歌
集
』
（
安
井
久
善
氏
編
。
昭
和
四
四
年
二
月
刊
）

『
和
歌
大
辞
典
』

の

『
万
代
和
歌
集
』

の項

（
福
田
秀
一
氏
担
当
）
。

4
、
定
家
所
伝
本
系
統
の
系
列
に
つ
い
て
は
、
「
『
金
塊
和
歌
集
』
定
家
本
系
統
本
文
考

－
絹糸統分類と定家本系統の系列分類‡」

（
「
筑
波
大
学
平
家
部
会
論
集
」
六
・
平
成
九
年
六
月
）
に
お
い
て
、
定
家
本
系
列
・
桧
平
本
系
列
・
類
従
本
系
列
に
細
分
で
き
る
こ
と

を
示
し
た
。
本
稿
は
、
そ
の
整
理
に
従
う
。

5、貞享版行本系統については、「『金塊和歌集』貞草本系統本文考壬所載歌と歌順の吟味

－
」

（
「
筑
波
大
学
平
家
部
会

論
集
」
五
・
平
成
七
年
一
一
月
）
に
お
い
て
、
貞
享
四
年
版
行
本
お
よ
び
「
版
本
を
経
た
グ
ル
ー
プ
」
と
伊
達
文
庫
本

（
伊
）
等
「
写
本

の
グ
ル
ー
プ
」
と
の
二
つ
に
大
別
し
、
前
者
が
「
貞
事
版
本
」
「
版
本
転
写
本
」
「
真
淵
評
語
本
」
に
別
れ
る
こ
と
を
示
し
た
が
、
そ
の
後
、

他
の
伝
本
を
も
調
査
検
討
し
、
「
貞
享
版
行
本
系
列
」
「
版
本
転
写
本
系
列
」
「
真
淵
評
語
本
系
列
」
「
中
川
文
庫
本
系
列
」
の
四
系
列
に
整

理
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
の
で
、
本
稿
は
、
そ
の
整
理
に
従
う
。

6
、
貞
事
版
行
本
系
統
か
ら
の
抜
粋
本
に
つ
い
て
は
、
別
に
報
告
す
る
所
存
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
、
一
括
し
て
扱
う
が
、
所
載
歌
の
点
で
、
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『
金
塊
和
歌
集
秀
逸
』
『
金
塊
和
歌
集
佳
調
抜
』
『
鎌
倉
右
大
臣
家
集
中
抜
粋
』
『
鎌
倉
右
府
家
集
抄
出
』
は
、
貞
事
版
行
本
系
統
真
淵
評

語
本
系
列
か
ら
の
抜
粋
と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
を
一
系
統
と
扱
う
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
て
い
る
。

7
、
勅
撰
和
歌
集
は
、
『
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
勅
撰
集
編
歌
集
』
（
昭
和
五
人
年
二
月
刊
）
に
よ
る
。

8
、
谷
森
本
『
後
発
和
歌
集
』

は

『
図
書
寮
叢
刊
後
葉
和
歌
集
』
（
昭
和
五
一
年
二
月
刊
）
に
よ
る
。

9
、
注
2
の
「
解
説
」
。

1
0
、
安
井
久
喜
氏
『
藤
原
光
俊
の
研
究
』
（
昭
和
四
人
年
二
月
刊
）
、
お
よ
び
、
注
2
の
「
解
説
」
。

1
1
、
「
国
語
と
国
文
学
」
昭
和
三
三
年
五
月
号
。
後
に
、
『
中
世
和
歌
史
の
研
究
』
（
平
成
五
年
六
月
刊
）
に
、
仮
名
遣
い
を
新
仮
名
遣
い
に

改
め
て
、
再
録
。
こ
こ
で
は
、
後
者
に
よ
る
。

1
2
、
「
『
万
代
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
」
（
『
古
文
学
の
流
域
』
・
平
成
八
年
四
月
刊
、
所
収
）
。
発
表
当
時
は
中
川
文
庫
本
『
金
塊
和
歌

集
』
は
未
調
査
で
、
中
川
文
庫
本
系
列
の
諸
本
を
伊
達
本
（
伊
）
等
の
「
写
本
ク
ル
ー
プ
」
と
把
接
し
て
い
た
。

1
3
、
「
谷
森
本
『
複
葉
和
歌
集
』
所
載
実
朝
歌
の
本
文
吟
味
か
ら
」
（
「
文
芸
言
語
研
究
文
芸
編
」
二
八
・
平
成
七
年
九
月
）




